
令和３年度山梨県ＩＣＴ導入支援事業の実施事業者選定について 

 

   山梨県ＩＣＴ導入支援事業は、本事業の目的を理解し業務の改善等に取り組

む事業所に対して優先的に補助するため、提出された事業計画書を審査し、実

施事業者を選定します。 

   本事業に応募する際は、介護事業所におけるＩＣＴ化の目的を確認するとと

もに、業務改善に向けて「介護サービス事業における生産性向上に資するガイ

ドライン」（厚生労働省）を参考とした取組みを本事業の一環として取り入れる

ことを検討してください。（実施する取組みは事業計画書に記載してください。） 

 

１．ＩＣＴ化の目的  

（１）事務作業等の間接的な業務負担を軽減し、直接介護に関わる時間の充実や人

材育成の取組を推進することで介護の質の向上を図ること。 

（２）介護データや利用者情報の分析結果をもとにＰＤＣＡサイクルに取り組むこ

とで、科学的に裏付けされた介護を実践して介護の質の向上を図ること。 

 

２．審査項目 

審査は、次の各項目につき、それぞれの着眼点に沿って行う。 

審査項目 着  眼  点 

課題の分析・ 

目標設定 

・施設の抱えている問題点の整理・分析ができているか 

・課題解決・目標達成のための適切な選定となっているか 

・目標設定は適切で具体的なものか 

・導入予定以外の機器等との比較検討を行っているか 

導入体制 

・導入の担当者、チーム体制は整備できているか 

・導入にあたり、マニュアルの整備等、使用方法は適切か 

・導入に対する具体的なスケジュールが検討されているか 

・導入に向けた職員研修計画は十分検討されているか 

効果検証 ・効果検証のための体制を整えているか 



・効果検証の方法は妥当か 

・効果検証の結果を施設内部で共有する仕組みはあるか 

加点要素① 

（科学的裏付けに基づく介護の推進、PDCA サイクルによる介

護の質の向上を目指す姿勢を評価） 

・LIFE へデータを提出し、データの解析結果等のフィードバ

ックをケアマネジメントに活用している（予定している） 

加点要素② 

※ICT により

業務を効率化

するための具

体的な取組の

評価 

・「介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライ

ン」における e-ラーニングツールを職員全員で閲覧し、業務

効率化の意義や目的を事業所全体で共有している 

・「介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライ

ン」における課題把握ツールや業務時間見える化ツール（以下

「ツール」）を使用し、事業所内の課題を適切に把握している 

・ツールを活用し、または事業所独自で採用した方法により把

握した課題について、事業所内で意見交換する場を設け、優先

的に解決すべき課題を整理している 

・「介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライ

ン」における改善方針シートや進捗管理シートを活用し、また

は事業所独自で採用した方法により、具体的な取組を進める

（予定である） 

 


